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市政だよ υ r…今刊月の侃交通静事故糊相談削日

8月24日(火)

市役所第 1会議室

10時--15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください
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て

く

だ

さ
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諏訪住宅8区では、自分たちの家を火災から守

るため、町内86世帯が 『家庭防火クラブ』を結成

し、さ っそく 防火訓練をしました。

火災の発見、通報、初期の消火、 救護と実戦さ (.; 

ながらの訓練をして、 消防署より、 火災に関する

いろいろな指導をう けました。

消防署では、乙 のような地域ぐるみ、あるいは

職域ぐ るみの 『防火ク ラブ』を結成されるよう呼

びかけております。
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廃
棄
物
の
相
談
は
衛
生
課
へ

最
近
と
く
に
海
岸
や
公
園
、
あ

き
地
な
ど
に
、
ゴ
ミ
や
汚
物
を
か

つ
て
に
捨
て
る
人
が
多
く
な
り
、

環
境
衛
生
上
、
自
に
あ
ま
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
近
く
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ

を
処
分
し
、
き
れ
い
な
環
境
づ
く

り
を
す
る
と
と
も
に
、

環
境
衛
生

監
視
員
を
お
い
て
、
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
ま
す
。

市政だより

ャつ

一
一
か

し
一
れ

M
一
一一

犬

最
近
、
犬

に
か
ま
れ
て

小
児
が
死
亡

す
る
と
い
う

事
故
が
他
県

で
発
生
し
、

社
会
的
に
大

き
な
不
安
を

与
え
て
お
り

ま
す
。こ

の
よ
う

な
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た

廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

市
衛
生
課
に
申
し
出
て
、
指
示
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
す
る
と
「
廃
棄
物

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

ど
注
意
く
だ
さ
い
。

明
る
く
健
康
な
都
市
づ
く
り
の

た
め
に
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
ま

T
U

ょ・っ.

め、

飼
い
主
は
、
正
し
い
犬
の
飼

い
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
飼
い
主
の
義
務
」

ω飼
い
犬
は、

飼
い
主
が
占
有

す
る
以
外
の
場
所
に
放
し
飼
い
を

し
な
い
乙
と
。
た
だ
し
、
人
畜
に

被
害
を
加
え
、
ま
た
は
加
え
る
お

そ
れ
の
あ
る
犬
は
、
い
つ
も
つ
な

い
で
お
く
乙
と
。

ω飼
い
犬
を
連
れ
だ
す
と
き
は

じ
よ
う
ぶ
な
く
さ
り
ま
た
は
綱
を

か
け
、
人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る

場
合
は
、
必
ず
口
輪
を
か
け
る
こ

貝

4砂

乗

物

や

物

ム」。
附
飼
い
犬
を
捨
て
る
と
き
は
、

所
定
の
不
用
犬
回
収
箱
に
入
れ
る

乙
と
。
回
収
箱
は
、
市
役
所
及
び

各
出
張
所
(
三
浦
、
福
重
を
除
く
)

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
受
け

て
い
な
い
飼
い
犬
は
、
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
野
犬
の
横
行
が
見
う
け
ら
れ
た

り、

被
害
が
あ
る
所
は
、
市
衛
生

課
ま
で
ど
一
報
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
に
注
意

日
本
脳
炎
患
者
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ

う
次
の
乙
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

一
栄
養
と
す
い
み
ん
を
じ

?
っ
ぷ

ん
に
と
り
、

病
気
に
か
か
ら
な

な
l
ど

で

は

秩

い
体
力
を
つ
け
、
蚊
に
刺
さ
れ

な
い
よ
う
く
ふ
う
し
ま
し
ょ
う

二
直
射
日
光
の
な
か
で
の
長
時
間

に
わ
た
る
重
労
働
は
、
な
る
べ

く
お
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

三
外
に
出
る
場
合
は
必
ず
帽
子
を

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

社
会
教
育
に
関
す
る
ご
相
談
は

松山海岸道路に捨てられたゴミの山

身
近
な
社
会
教
育
推
進
員
へ

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動

を
盛
ん
に
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
促
進
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る

た
め
、
次
の
か
た
が
た
が
社
会
教

育
推
進
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し

た。
関
係
団
体
の
諸
会
合
・

研
修
会

ま
た
は
ど
相
談
な
ど
は
遠
慮
な
く

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

V
地
区
推
進
員

(
三
浦
)
原
正
夫
F

鈴
田
)
松
尾

皐
月
(
大
村
)
緒
方
正
善
(
西
大

村
)
中
村
伊
佐
市
(
竹
松
」
神
近

操

(
福
重
)
大
島
ヒ
サ
子
(
松

原
)
樋
上
忠

一
(
萱
瀬
)
山
本
米

作

保

険

医

辞

退

解

決

八
月
一
日
か
ら
従
来
ど
お
り

七
月
一
白
か
ら
一
部
の
健
康
保

険
に
つ
い
て
辞
退
し
て
お
り
ま
し

た
健
康
保
険
医
は
七
月
末
に
政
府

と
の
話
し
あ
い
が
つ
い
て
、
八
月

一
日
か
ら
、

従
来
ど
お
り
の
保
険

序

を

守

り

ま

し

診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
八
月
一
日
か
ら
辞
退
の
予

定
で
し
た
歯
科
医
師
会
も
、

辞
退

を
中
止
し
、

従
来
ど
お
り
の
保
険

診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

よ

，っ

(
市
民
運
動
唯
進
協
議
会
)

V
専
門
推
進
員

F

子
ど
も
会
)
山
川
守
・
吉
川

豊

(
青
年
)
遠
岳
正
俊

(
婦
人
)

中
島

花
子
(
公
民
館
)
酒
井

茂

(視
聴
覚
)
松
口
保

(文
化
活
動
)

柳
原
百
合
子

猟

犬
訓

練

運

動

の

農
家
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に

先
般
行
な
わ
れ
た
市
政
懇
談
会

で
、
鈴
田
、
三
浦
地
区
の
農
家
代

表
よ
り
、

猟
犬
の
訓
練
運
動
を
畑

地
で
行
な
い
、

農
作
物
に
被
害
を

与
え
て
い
る
と
苦
情
が
出
ま
し
た

大
村
市
猟
友
会
で
は
各
支
部
を

通
じ
自
粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
一

部
の
心
な
い
人
の
行
な
い

と
は
い
え
、

常
識
の
な
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。
お
互
い
の
立
場
を
考

え
て
、
農
家
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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町
八
月
中

三

浦

海

水

浴

場

入

口

に

免
除
申
請
の
提
出
も
れ
は

あ

り

ヰ
4
山

国

民

せ
年

ん

カ通

金

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

乙
と
が
困
難
な
方
は
、
七
月
末
日

ま
で
手
続
き
を
す
る
よ
う
、
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
提

出
主
れ
な
い
方
が
多
数
お
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
乙
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
と
、
あ
と
で
年
金
を
受
け

る
資
格
が
な
く
な
っ
た
り
、
老
令

年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、
す
ぐ
に

手
続
き
を

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

りおおむ市政だより(3) 

各地区の旗に固まれて選手宣誓をする吉田君(玖島中〕

県中体連大会終わる

野球で優勝西大村中、

f¥ 

第
八
回
県
下
中
学
校
体
育
大
会

は
八
月
三
日
市
営
陸
上
競
技
場
に

県
下
各
地
区
の
代
表
選
手
約
三
千

人
を
集
め
、
は
な
ば
な
し
く
開
会

開
会
式
で
は
、
西
大
村
中
の
酒

井
美
子
さ
ん
が
歓
迎
の
乙
と
ば
を

の
べ
、
玖
島
中
の
吉
田
幸
男
君
が

力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
て
、
十
二

種
目
、
三
日
聞
に
わ
た
る
熱
戦
の

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
勢
不
振
の
中
で
西
大
村
中

中
島
清
生
君
が
走
り
高
と
び
で
優

勝
、
野
球
で
は
西
大
村
中
学
校
が

延
長
十
一
回
の
末
日
目

1
1
で
強
豪

長
崎
(
測
中
)
を
下
し
北
九
州
大
会

へ
出
場
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

成
積
次
の
と
お
り
(
関
係
分
)

軟
式
野
球

優
勝
戦

大
村

(
西

大
村
中
)
払

1
1
長
崎

(淵
中
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(女
子
)

二
回
戦

佐
世
保
(
旭
中〉

M
l
3
大
村

(
西
大
村
中
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
一
回
戦

西
彼
北

(雪
浦
中
)
2
1
0大
村

(
萱
瀬
中
)

女
子

一
回
戦

南

高

(北
有
馬
中
)

2
1
1
大
村

(
萱
瀬
中
)

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
準
決

勝

佐

世

保

(清
水
中
)
部

l
路

大
村
(
玖
島
中
)

女
子
準
決
勝
南
高

(有
家
中
)

羽
l
品
大
村
(
西
大
村
中
)

剣

道

団

体

A
パ

i
ト

A
S
A
 

北九州大

臨

時

パ

ス

停

留

所

を

設

け
ま
ま

、こ

寄

付

あ

り

が

と

つ

こ

ま

し

た

、さ

A
V
市
内
下
久
原
四
七

一の
林
田
純

功

さ
ん
は
亡
父
久
太
郎
さ
ん
の

憲
さ
ん
は
、

拾
得
金
を
届
け
出
忌
明
け
に
当
た
り
金
一

封
を

た
謝
礼
金
を
大
村
子
供
の
家
へ

⑧
市
内
武
部
郷
四
六

O
の
高
屋
未

③
市
内
西
三
城
町
向
陽
商
会
の
渡

太

さ
ん
は
亡
妻
栄
さ
ん
の
忌
明

辺
ヨ
シ
子
さ
ん
は
、
拾
得
金
を
け
に
当
た
り
金
一

封
を

届
け
出
て
い
た
が
期
限
満
了
に

③
市
内
東
本
町
二
九
六
の
宮
地
邦

よ
り
受
領
金
を

雄

さ

ん

は

亡

父

覚
三
さ
ん
の
忌

③
市
内
富
の
原
一
二
三
四
の
佐
藤
明
け
に
当
た
り
金
一

封
を

セ
ン
さ
ん
は
亡
夫
佐
藤
常
明
さ

⑮
市
内
玖
島
郷
七
二
の
十
の
浦
郷

ん
の
忌
明
け
に
当
た
り
金

一

封

広

一

さ

ん
は
亡
父
銀
平
さ
ん
の

を

忌

明

け

に

当

た

り

金

一
封
を

A
V
市
内
古
町
住
宅
二
二
号
の
川
越

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
事
業
へ
ど

カ
ズ
エ
さ
ん
は
亡
夫
時
世
さ
ん
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

の
忌
明
け
に
当
た
り
金
一

封
を

⑩
大
阪
府
高
槻
市
西
面

一
六
八
の

③
市
内
宮
小
路
五
四
八
の
元
浦
欣

村
田
ト
モ
子
さ
ん
は
乳
児
用
衣

一
郎
さ
ん
は
結
婚
記
念
と
し
て

類
、
オ
シ

メ
な
ど
数
十
点
を
光

金
一

封
を

と

緑
の
園
「
向
陽
寮」

へ
ど
寄

⑧
市
内
寿
古
郷
四
八
の
こ

の
簸
越

付
さ
れ
ま
し
た
。

二
位
大
村
(
西
大
村
中
)

軟
式
庭
球
男
子
A
パ
!
ト

二
位

大
村
(
西
大
村
中
)

女
子
C
パ

l
ト

二
位
大
村
(
西
大
村
中
)

卓
球

男
子

一
回
戦

南

高
(
西

有
家
中

)
5
1
0大
村
〈
郡
中
)

女
子
一
回
戦

壱

岐

(沼
津
中
)

5
1
0大
村
(
玖
島
中
)

柔
道

C
パ
l
ト

大
村
(
郡
中
)

二
位

体
操

男
子
団
体
十
二
位
大
村
チ
1

ム

女
子
団
体

十
四
位
大
村
チ
l
ム

陸
上

定
り
高
と
び

優
勝

中

島
清
生
(
酉
大
村
中
)
一
一
山

五
O

女
子

一
O
O
M川
四
位

梶
山
の

ぞ
み
(
西
大
村
中
)
一
四
秒
三

女
子
四

O
O
V川
リ
レ

l

五
位

大
村
チ
l
ム

五

七

秒
五

F気

市
の
不
用
建
物
を
公
売

付
公
売
物
件

イ
所
在
地

市
内
竹
松
郷
田
八
一

ロ
建
物

-

旧
竹
松
小
学
校
校
舎

ハ
構
造
木
造
セ
メ
ン
ト
か
わ
ら

ぶ
き
平
家
建
て
ほ
か

ニ
数
量

八

百

平
方
メ
ー
ト
ル

同
公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

伺
現
地
説
明
八
月
二
十
三
日

午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で

同
入
札
の
日
時
及
び
場
所

八
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
か

ら
十
一

時
三
十
分
ま
で

市
役
所
第
二
会
議
室

岡
入
札
保
証
金
、
入
札
見
積
額
の

百
分
の
五
以
上
の
現
金

く
わ
し
く
は
財
政
課
管
財
係
へ

妊
婦
、
乳
児
精
密
の

健

康

診

査

妊

婦

全

員

乳
児
精
密
保
健
所
長
が
精
密
健

康
診
査
を
必
要
と
認
め
た
乳
児
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た
だ
し
、
い
ず
れ
も
年
間
所
得

税
額
が
一
万
六
千
八
百
円
を
乙
え

る
世
帯
員
に
つ
い
て
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

(4) おおむら

盲
目
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
の

予

防

接

種

対
象
者

①
第

一
期
の
も
の

(
初

回
免
疫
者
)
生
後
三
ヶ
月
以
上
た

っ
た
者
で
、
ま
だ
初
回
免
疫
接
種

が
完
了
し
て
い
な
い
も
の
。

①
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接
種
が
で
き

な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領
①
第
一

期
の
も
の
、

三
週
間
お
き
に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
、
い
ず
れ
か
の

自
に
一

回
接
種
。

禁
忌
者
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
方
は
、
接
種

前
に
医
師
と
じ

ゅ
う
ぶ
ん
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

時
聞
は
い
ず
れ
も

午
後
二
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
。

な
お
、
当
日
は
母

子
手
帳
を
も
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

市政だより

油

症

患

者

に

生
活
資
金
を
貸
し
付
け

県
内
に
居
住
す
る
油
症
患
者
で

生
活
に
困

っ
て
い
る
世
帯
の
方
に

対
し
、
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
ま

す。貸
付
金
額

一
世
帯
十
五
万
円
以

内
無
利
子

一
年
す
え
置
き
、
そ
の

後
五
ヶ
年
以
内

申
込
窓
口
そ
の
他

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
市

役
所
内
)
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
貸
付
規
程
な
ど
、
く
わ

し
い
乙
と
は
、

お
た
ず
ね
く
だ

さ
、
。

{賞手IJ

還息
福
祉
年
金
の
証
書
を

交

付

し

ま

す

さ
き
に
預
り
ま
し
た
(
老
令

・

障
害

・
母
子
〉
証
書
を
左
記
の
と

お
り
交
付
し
ま
す
。

交
付
期
間

九
月

一
日
か
ら
九
月
十
一
日
ま
で

問
一
山

ω-
T
一
町
制
一

T

一一色一一一
一
一一
一
一一一一一一一一

/ 

交
付
場
所

保
険
年
金
課
及
び
各
出
張
所

(た
だ
し
新
城
と
荒
瀬
の
方
は
保

険
年
金
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
)

持
参
す
る
も
の

保
管
証

・
印
か
ん

鶏
病
講
演
会

八
月
二
十
四
日
(
火
)

午
後

一
時
か
ら

と
こ
ろ
大
村
市
農
協
大
会
議
室

講
師
及
び
講
演
内
容

県
畜
産
課

山

本

博

康
先
生

「
ひ
な
」
の
育
成
率
低
下
の
問
題

に
つ
い
て

県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

宮
本
修
治
先
生

「
鶏
」
の
伝
染
性
疫
病
に
つ
い
て

と

き
統

計

グ

ラ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

フ

応
募
資
格

第

一
部

小
学
校
の
児
童

第
二

部

中

学
校
の
生
徒

第
三
部
高
校
以
上
の
生
徒
、
学

生

第
四
部

一
般

課
題

各
部
と
も
自
由
。
た
だ
し

第

一
部
(
小
学
校
児
童
)
の
作
品

は、

児
童
が
観
察
し
た
結
果
を
グ

ラ
フ
化
し
た
も
の
と
す
る
。

材
料
の
規
格

第

一
部
、
第
二
部
の
用
紙
規
格
は

4ω
・∞

S
×
臼
・町内達

第
三
部
、
第
四
部
の
用
紙
規
格
は

H
D
∞口選×
4ω
・∞ミ』

各
部
と
も
紙
質
、
色
彩

(
単
色
で

も
よ
い
)
は
、
自
由
と
す
る
が
、

裏
面
の
板
張
り
、
ま
た
は
表
面
に

セ
ロ
ハ
ン
、
カ
パ

l
は
っ
け
な
い

締
切
日

昭
和
四
十
六
年
九
月
十
日

送
付
先

長
崎
市
江
戸
町
二

l
十
三

長
崎
県
統
計
協
会

応
募
上
の
注
意

作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

性

別
、
職
業
、
年
令
(
児
童
、
生
徒

は
学
年、

学
校
名
)
を
明
記
す
る

こ
と
。

各
作
品
と
も
グ
ラ
フ
に
用
い
た
統

計
表
〈
∞
∞
・
4

皇
×
】∞・∞

2
8出
一
義
)

を
グ
ラ
フ
の
裏
面
に
添
付
す
る
こ

ん』。

県
立
美
術
博
物
館

巡

回

展

と

き

八

月

二

十

日

(

金

)

J

二
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時
J
午
後
五
時

と
こ
ろ
大
村
市
民
会
館
三
階

入
場
料

無
料

展
示
品

油
彩
画

・
版
画

乙
の
機
会
に
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ど
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

一
山
火
事
防
止
に
協
力
を
一

一
さ
き
ど
ろ
呉
市
に
お
い
て
山
一

一火
事
が
あ
り、

消
火
活
動
中
の

一

…
消
防
職
員
十
七
名
の
と
う
と
い
ん

一
人
命
が
失
な
わ
れ
る
と
い
う
大

一

一
惨
事
は
、
あ
ら
た
め
て
山
火
事

一

…の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
↑

一
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
.

一

一
こ
と
し
に
は
い

っ
て
す
で
に
八
一

…
件
の
山
火
事
が
あ
っ

て
お
り
ま
↑

一
す
。
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
じ

ゅ
一

で
つ
ぶ
ん
注
意
し
、
山
火
事
防
止

一

一に
協
力
し

て

く

だ

さ

い

。

-

一
て

登
山
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
一

一で
野
山

へ
行
か
れ
た
時
は
、
た
一

…
き
火
の
不
始
末
、
タ
バ
コ
の
投
~

一
げ
捨
て

を

し

な

い

。

一

で一、

火
入
れ
な
ど
を
さ
れ
る
場

一

…
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
署
へ

…

一
連
絡
を
と
り
、
あ
と
始
末
に
は

一

↑
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る
。

-

一
三
、
車
の
窓
か
ら
タ
バ
コ
の
投

…

7
捨
て

は

し

な

い

。

一

第
吃
回
市
内
少
年

柔
道
・
剣
道
大
会

と

き

八
月
二
十
九
日

(
日
)

午
前
九
時
か
ら

西
大
村
中
学
校

体
育
館

大
村
市
連
合
防
犯
協
会

と
こ
ろ

主

催

4 
4 

警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
間

八
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
九
日

ま
で

受
験
資
格

年
令
H
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

身
体
的
条
件
U

身
長
百
六
十
セ
シ

チ
以
上
、

体
重
四
十
七
キ
ロ

以

上、

胸
囲
七
十
八
セ
ン
チ
以
上、

視
力
両
眼
と
も

0
・
六
以
上
ま
た

は
裸
眼
視
力
が

0
・
一
以
上
で
弁

色
力
完
全
な
乙
と
。

聴
力
が
完
全
で
身
体
に
奇
型
そ
の

他
異
常
の
な
い
乙
と
。

(第

一
次
試
験
)

昭
和
四
十
六
年
十
月
三
十
一
日

(
日
)
午
前
八
時
十
五
分
か
ら

試
験
日

試
験
地
長
崎
市
、

佐
世
保
市
、

島
原
市
、
福
江
市、

郷
ノ
浦
町、

厳
原
町

申
込
申
込
用
紙
、

試
験
案
内
等

は
大
村
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

人
寸
回
の
採
用
試
験
に

つ
い
て
の

く
わ
し
い
こ
と
は
も
よ
り
の
派
出

所、

駐
在
所
か
本
署
へ
。
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